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事 業 名 事 業 区 間 総事業費 約2.9億円

事業種目 鉄道 余部鉄橋保存活用事業

（「空の駅」整備）

香美町香住区余部地内

(A=約2,500㎡)

内用地

補償費
0.4億円

所 在 地 着手予定年度 完成予定年度

美方郡香美町香住区余部 平成22年度 平成24年度

事 業 目 的 事 業 内 容

平成 19年 3月余部鉄橋利活用検討会か

らの提言を踏まえ、約 100 年間山陰本線

の運行を支えてきた余部鉄橋の歴史や列

車転落事故の教訓を後世に継承するた

め、現余部鉄橋の餘部駅側３橋脚３スパ

ンを現地に保存し、新たに展望台として

活用することにより、人々の交流を促し、

地域の活性化を図る。 

○事業内容

・現鉄橋保存工事 L=90m、H=40m

・鉄橋展望台 L=90m

・自由広場 約A=2,500㎡

・散策路 L=170m 等

○関連事業

・交通安全施設等整備事業(「道の駅」整備)：県・道路事業

・道の駅地域振興施設整備事業：香美町

評価視点 評価結果の説明

(1)必要性

○地域ニーズ ・余部鉄橋は日本有数のトレッスル式鉄橋で、但馬地域の貴重な観光資源であること、

Ａランクの近代土木遺産であることから、保存を求める声が寄せられている。

・(社)土木学会土木史研究会から余部鉄橋対策協議会会長である兵庫県知事に対

し、「餘部橋梁の保全的活用に関する要請」が提出された。

・平成21年3月、地元住民も構成員である余部鉄橋利活用検討会から、鉄橋の一部

保存と活用を中心とする「余部鉄橋の保存と再出発に向けた提言」が提出された。

・地元住民で構成する「明日の余部を創る会」から、地域活性化に向け現鉄橋の保存

活用を強く要望されている。

○地域の活性化 ・現鉄橋の一部保存や道の駅整備（関連事業）を行うことにより、集客効果が期待で

き地域の活性化が図れる。

○安全・安心 ・展望台からの落下物に十分配慮した転落防止柵を設置し、安全・安心を確保する。

(2)有効性・効率性

○有効性 ・学識者、行政、地元住民等で構成する余部鉄橋利活用検討会からの提言を受けて実

施するもので、近代土木遺産である余部鉄橋のスケール感と存在感を後世に継承す

る有効な手段である。（鉄橋の一部現地保存について、土木学会（土木史研究会）

からも了解を得ている）

・新橋梁架替後も、本事業により但馬地域の観光スポットとして地域活性化が期待で

きる。 撤去保存活用施設の見学者の予測

浜坂道路開通前：約17万人/年、開通後（H28）：約3万人/年

○効率性 ・空の駅及び道の駅（関連事業）の施設の日常管理を香美町が実施（地元住民に委託）

することで、合意されている。

・地元住民が本地業を契機に、積極的な地域活性化の取組みを進めていることから、

地元協力体制が整っている。

(3)環境適合性 ・新橋梁のｼﾝﾌﾟﾙなﾃﾞｻﾞｲﾝを乱すことのないよう、餘部駅側の３橋脚を現地保存する。

・撤去鋼材を最大限再利用（リユース）し、東屋や照明灯を設置する。

(4)優先性 ・平成22年秋、新橋梁に架替わると同時に現鉄橋が鉄道橋としての役割を終えること

になるが、それと同時に本事業に着手することで事業効果を最大に発揮できる。

・交通安全施設等整備事業（「道の駅」整備）（県・道路事業）、地域振興施設整備

事業（香美町が実施）と同時に着手し、H24の同時完成を目指す。
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（県・道路事業）

地域振興施設整備事業
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② 整 備 内 容

自由広場整備：
約2,500㎡

鉄橋展望台設置：90m

現鉄橋保存工事：
90m×40m

（腐食防止工）

散策路整備：
170m

（展望台進入路）

新余部橋梁

餘部駅

鉄橋展望台整備イメージ図

東屋



Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

余部橋梁架替事業

橋梁本体工

旧橋撤去工

余部鉄橋保存活用事業（「空の駅」整備）

設計

用地買収

現鉄橋保存工事 L=90m H=40m

鉄橋展望台設置 L=90m

散策路整備 L=170m

自由広場整備 A=2,500㎡

交通安全施設等整備事業(「道の駅」整備)
（県・道路事業）

設計

用地買収

工事（簡易パーキング、右折車線 等）

道の駅・地域振興施設整備事業（香美町）

設計

用地買収

工事

※ 赤文字：余部鉄橋保存活用事業

※ 黒文字：関連事業
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③撤去鋼材の活用（アイデアコンペ入賞作品）

特別賞 ： 道の駅の構造材として利用

・構造材として利用できない場合は飾り材とする。
・インテリアのポイントとする。

東屋として実現化

優秀賞 ： 街灯 空あかり

・太陽光を利用した灯りをともす。
・上部に旗を付ける。

広場照明として
実現化

事業スケジュール

新橋梁への切替え

３
事
業

（
空
の
駅
・
道
の
駅

）
を
同
時
に
供
用
開
始


